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 今年のシンポジウムは、【村野藤吾と作品を知る】をテーマで、2 部構成で作品を見て、

村野藤吾の建築に対する思いについて、シンポジウム、トークセッションで当時の状況な

どを紹介されました。 

先ずは、第 1 部建築見学会が行われ、今回のシンポジュウムの会場である現地が、村野

藤吾の設計監理により、昭和 54 年に竣工した「自治修習所（宿泊棟を含む）」において、

約 1 時間強を掛け、職員研修棟・宿泊棟・教育研修棟の 3 棟の見学が行なわれました。 

敷地の形状（高低差）を活かした建物計画で、宿泊棟の各室からの景観が配慮されていた。 

 

 

※建物見学、状況写真 

 



 

第 2 部：シンポジウム 

（1） 基調講演、演題「村野藤吾の建築思想」について 

講師：松隈 洋 氏（神奈川大学 建築学部 教授）より講話・紹介 

昭和期に数多くの名建築を設計し（世界平和祈念聖堂・日生劇場・新歌舞伎座・迎賓館

本館（旧赤坂離宮）他）建築界に大きな足跡を残した建築家、村野藤吾（1891～1984 年）

は佐賀県唐津市の出身であり、後年に県内唯一の作品として「佐賀県職員研修所・佐賀県

教育センター（1979 年竣工、現・佐賀県自治修習所・佐賀県教育センター）」を手がけま

したが、この施設はこれまで一般公開される機会がなく、県民にはあまり知られていない

のが現状です。 

（2）パネルディスカッションには、関  邦則 氏（関建築・まち研究室代表取締役 村野、

森建築事務所 元所員）が参加され、話題提供「当時の現場状況」レポートを紹介され、松

隈講師と一緒に当時の現場状況や、苦労話などを紹介されました。 

 

 

 

 

※基調講演、パネルディスカッション、状況写真 
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